
杉浦 佳子（すぎうら けいこ）選手

パラサイクリスト 薬剤師 スポーツファーマシスト

プロフィール

1995年 北里大学薬学部卒業後、スポーツファーマシスト資格取得
2016年 趣味で出場したロードレース大会でレース中に転倒

クモ膜下出血等により高次脳機能障害が残るが、厳しいリハビリに臨む
2017年 パラサイクリング世界選手権（WC3タイムトライアル）にて金メダルを獲得

その後も同大会にて4年連続でメダルを獲得する
2021年 パラサイクリング・ロード・ワールドカップ （WC3タイムトライアル）にて銅メダル獲得

TOKYO2020パラリンピック WC3 ロードタイムトライアル、同ロードレースで金メダルを獲得
日本選手のパラリンピックでの金メダル獲得の最年長記録も更新した。

パリ2024
パラリンピック
杉浦選手（1995年・北里大学薬学部卒）

自転車競技
女子個人
ロードレース（C１-３）

2大会連続
金メダル
おめでとう
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